
　舗装発生材やレゴリスを添加剤と混合し、誘導加熱装置で加熱・硬化させることで
舗装を構築・補修する。本研究では、まず青で記した誘導加熱装置について基礎実験
を実施した。

　舗装に使用されている川砂や模擬月土、添加剤（金属化
合物等）ならびにこれらの混合物などをるつぼに入れ、
誘導加熱による温度および挙動の変化を捉えた。

本部分の基礎実験を実施

完成形のイメージ

誘導加熱に関する基礎実験

誘導加熱状況

AM技術による舗装の構築・修復に関する研究開発
機関名：

プロジェクト概要

2018年11月～ 2019年11月

【目的】 【内容】

　「混合」「整形・敷均」「加熱・硬化」の機構を兼ね備
えた車両（自動制御ロボット）を開発し、その車両が
通過した後には道路が構築・補修されるような工法の
開発を目指す。
　またこのような路上表層再生工法を月面の鉱物（レ
ゴリスや金属化合物）に適用し、月面に舗装を構築す
る可能性を探る。

　本研究は、目的達成のための基礎段階として、舗装
として必要な強度を有する「固化物」を得るために以
下の技術の確立を目指す。
　①混合する添加剤の種類、形状、粒度、粒径の選定。
　②地表面にある物質（舗装発生材や鉱物など）と
添加剤の最適な混合比率と混合度の確立。

　③最適な誘導加熱の条件の確立。
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ドライフォグ栽培システム 月面農場栽培イメージ図

月面農場を想定したドライフォグを用いた節水型植物栽培システム
機関名：

プロジェクト概要

2018年11月～ 2019年10月

【目的】 【内容】

　限られた資源である水の利用効率を最大まで高め、
植物が吸収する水分以外の水使用量を最少化する栽培
システムとして、特殊なノズルにより養液をドライ
フォグ化して根圏に充満させる屋内型ドライフォグ栽
培システムを開発する。
　噴霧された養液ドライフォグがすべて根に吸収さ
れ、根以外への付着によるドレンの発生を最小限とす
ることによる節水性の向上と、作物の生産レベルでの
生育を両立させる霧粒子径の最適化および噴霧コント
ロール技術開発、並びに月面を含めた屋内での利用を
想定した栽培装置構造（気密性、軽量化、栽培効率、
作業性など）の最適化を目指す。

　試作機による葉菜、果菜、根菜それぞれの栽培試験
までを行う。具体的には以下の内容を実施する。
　「１作当たりのドレン発生量を噴霧量の10％に抑え
つつ、植物を好適に生育させる養液供給を実現する噴
霧条件の決定」、「根圏部に充満した養液ドライフォグ
またはセミドライフォグが地上部に漏出しない装置構
造の決定および商品化」、「リーフレタス100g ／株／
月で生育、収穫を達成する。また、トマト、イチゴに
ついて、生育及び果実の収穫を確認」、「サツマイモ
（塊根作物）、ジャガイモ（塊茎作物）を噴霧耕で栽培
し、生育および収穫を確認」、「宇宙利用（月面農場
等）での設置、運用を想定したシステムおよび機器の
検討」 
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